チェックリスト（城内景観形成地区）
■住宅景観ゾーン　推奨基準
	
	推奨基準
	左記の推奨基準を満たすための具体的な手法等について記載してください。
	適否

	建築物・工作物等
	高さ・規模
	□落ち着いた住宅地の景観を形成するため２階建て以下の住宅とする。
	
	

	
	
	□威圧感のある大きな壁面をつくらないよう配慮する（総２階を避ける）。
	
	

	
	形態・

意匠・

色彩
	外壁
	□建物の外壁は木板や漆喰、珪藻土など、自然素材を使用することが望ましい。その他の建材を使用する場合も、色彩については、白、灰色、濃い茶色、木質の色彩など自然素材の温かみや深みを持ったものを使用する。
	
	

	
	
	屋根
	□２方向以上で、4/10～5/10寸程度の勾配屋根とする。
	
	

	
	
	
	□瓦葺きを基本とし、灰色又はシルバーから黒までのモノトーン中心の落ち着いた色彩とする。
	
	

	
	屋外設備等
	□付帯設備は、生活に支障のない範囲で、通りからの見え方、建物や周辺との調和に留意するなど景観上の配慮を行う。
	
	

	
	
	□自動販売機等を設置する場合は、本体の鮮やかな色彩などが通りの景観を損なわないように配置、色彩等の十分な配慮を行う。また、側面については木柵または植栽により修景を図る。
	
	

	
	
	□地域の夜間景観を損なうような過度の明るさや色彩の照明を用いないよう努める。また、周辺住民の生活環境への影響を考慮したものとする。
	
	

	
	外構・緑化
	□車庫などの構造物を設ける場合は、落ち着いた色彩にするなど建物との景観的な調和に十分配慮する。
	
	

	
	
	□駐車場については、道路に面する部分を生垣などで緑化し、著しく幅の広い出入口とならないよう配慮する。
	
	

	
	
	□建物周辺で道路に面する部分は、生垣などの緑化を行い、土留め（擁壁）については、自然石とする。
	
	

	
	
	□木竹の伐採は必要最低限とし、周辺景観との調和に配慮する。
	
	

	土地の形質の変更
	□現況の地形を可能な限り活かし、周辺景観との調和に配慮する。
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